
あ
き
た
か
た
市
民
が

日
ご
ろ
の
文
化
活
動
の
成
果
を
披
露
！

■
舞
台
芸
能
の
祭
典

　

ダ
ン
ス
・
音
楽
・
和
太
鼓
・
舞
踊
な

ど
新
し
い
舞
台
で
華
や
か
に
最
高
の
演

技
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

会
場　

ク
リ
ス
タ
ル
ア
ー
ジ
ョ

開
催
日　
平
成
27
年
11
月
29
日
（
日
）

○
応
募
資
格　

安
芸
高
田
市
内
に
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
方

○
出
演
料　
　

無
料

○
募
集
分
野　

民
謡
民
舞
・
日
本
舞

踊
・
吟
詠
剣
詩
舞
・
和
太
鼓
・
邦
楽
・

合
唱
・
洋
舞
・
洋
楽
（
音
響
対
応
困

難
の
た
め
、
バ
ン
ド
演
奏
は
対
象

外
）・
芸
能
（
フ
ラ
ダ
ン
ス
・
独
唱
・

手
品
等
、
幅
広
く
募
集
し
ま
す
）

○
申
込
期
限　

８
月
25
日
（
火
）

■
展
示
芸
術
の
祭
典

　

絵
画
・
書
・
写
真
・
生
け
花
・
工
芸

な
ど
ク
リ
ス
タ
ル
ア
ー
ジ
ョ
の
大
ホ
ー

ル
に
力
作
を
展
示
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

会
場　

ク
リ
ス
タ
ル
ア
ー
ジ
ョ

開
催
日　

平
成
28
年
１
月
24
日
（
日
）

か
ら
1
月
30
日
（
土
）

○
応
募
資
格　

安
芸
高
田
市
内
に
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
方

○
出
展
料　

無
料

○
出
展
数　

お
ひ
と
り
１
ジ
ャ
ン
ル

に
つ
き
１
作
品

○
作
品
サ
イ
ズ　

パ
ネ
ル
展
示
作
品

は
額
装
等
を
含
ん
だ
寸
法
と
し
、
縦

１
８
０
セ
ン
チ
×
横
１
８
０
セ
ン
チ
以

内
（
た
だ
し
、
書
の
軸
総
作
品
は
縦

２
０
０
セ
ン
チ
ま
で
可
）

※
作
品
の
搬
入
出
・
展
示
・
管
理
は
出

品
者
で
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
作
品
の
損
傷
・
紛
失
に
つ
い
て
、
実

第 9回あきたかた市民文化祭参加者募集中
生涯学習課  ☎４２－００５４

行
委
員
会
で
は
責
任
を
負
い
か
ね
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
主
催
者
は
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
（
題
名
）

の
み
作
成
し
、
説
明
文
他
掲
示
物
は
作

成
し
ま
せ
ん
。

※
著
作
権
等
の
問
題
は
出
品
者
に
お
い

て
解
決
し
、
問
題
の
発
生
す
る
作
品
の

出
品
は
お
断
り
し
ま
す
。

○
申
込
期
限　

11
月
20
日
（
金
）

■
共
通
内
容

○
申
込
方
法　

所
定
の
募
集
要
項
兼

申
込
書
（
各
文
化
セ
ン
タ
ー
に
配
置
・

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
入
手
可
能
）
に

必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、
同
セ
ン

タ
ー
に
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
主
催　

あ
き
た
か
た
市
民
文
化
祭

実
行
委
員
会

○
問
合
先　

実
行
委
員
会
事
務
局

（
教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
課 

文
化
振

興
係　

☎
42
―
０
０
５
４
）

市長
　コラム

ワイド版

第 回

安芸高田警察署交通ミニコーナー
●平成27年交通事故発生状況（年間累計）

人身事故

区　分 本年 前年 前年同期比増減数

34件

１人

46人

48件

０人

77人

－14人

＋1人

－31人

死 者 数

負傷者数

H27.5末現在
安芸高田警察署管内

減らそう犯罪

広島県夏の交通安全運動
　期　　間　７月11日～７月20日までの10日間
　　　　　　広島県スローガン
　　　　　　『思いやり　ゆとりは無事故に　つづく道』
　運動重点　・高齢者の交通事故防止（高齢者の交通安全意識の高揚）
　　　　　　・自転車の安全利用の推進
　　　　　　・飲酒運転の根絶（飲酒運転を絶対にしない・させない規範の確立）

☆広島県警では、「年間交通事故死者数90人以下」の達成に向けて
「なくそう交通死亡事故・アンダー 90作戦」をキャッチフレー
ズに交通死亡事故抑止に向けた取組を展開しています。
　～　皆　様　の　ご　協　力　を　お　願　い　し　ま　す　～
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　夏本番を迎え、川や
海に出かけることが多
くなる時期です。
　子どもだけでの川遊
びは大変危険です。保
護者が目を離したすき
に、子どもたちは自由
に行動して危険な場所に行くことも予想されま
す。家庭でルールを決めて遊ばせましょう。

浅いから大丈夫は危険！
　30㎝あれば溺れることもあります。
　特に幼い子どもの場合は、パニックになると
立ち上がることができず溺れることもあります。

もしもの時は？
　事故に遭ったときは、慌てることなく、119、
110番通報をし、近くにある浮き輪、木、ロー
プを利用して助けましょう。

水難事故に注意！

○管内交通事故の特徴（５月）
・正面衝突（中央線をはみ出し対向車と衝突）

10
年
後
を
見
据
え
た
安
芸
高
田
の
ま
ち
づ
く
り

　
「
第
1
次
総
合
計
画
（
平
成
17
年
～
平
成

26
年
）」
で
は
「
人　

輝
く
・
安
芸
高
田
」

を
将
来
像
に
掲
げ
、「
住
民
と
行
政
が
奏
で

る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
し
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化

の
進
行
を
止
め
る
に
は
至
っ
て
お
ら
ず
、
自

然
災
害
の
脅
威
に
よ
る
不
安
意
識
が
高
ま

り
、
経
済
規
模
縮
小
に
よ
る
地
域
活
力
の
低

下
な
ど
、
社
会
情
勢
は
大
き
く
変
化
し
続
け

て
い
ま
す
。

　
「
第
2
次
総
合
計
画
（
平
成
27
年
～
平
成

36
年
）」
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
れ
ら

の
課
題
を
克
服
す
る
た
め
に
、
こ
れ
ま
で

培
っ
て
き
た
市
民
と
手
を
携
え
る
「
協
働
」

を
更
に
発
展
さ
せ
、「
自
助
・
共
助
・
公
助
」

の
支
え
合
い
の
考
え
方
を
重
要
視
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、「
安
芸
高
田
市
民
憲
章
」、「
第

3
次
安
芸
高
田
市
行
政
改
革
大
綱
」、
新
た

な
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

の
方
向
性
や
考
え
方
を
踏
ま
え
、「
市
民
総

ヘ
ル
パ
ー
構
想
」
に
よ
る
、
地
域
で
支
え
合

う
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
、「
民
間
活
力
の
活

用
」、「
多
文
化
共
生
」
の
推
進
な
ど
の
考
え

を
盛
り
込
ん
だ
、
今
後
10
年
間
の
ま
ち
づ
く

り
の
挑
戦
を
示
し
た
総
合
計
画
を
策
定
し
ま

し
た
。

　

新
た
な
将
来
像
と
し
て
、「
人
が
つ
な
が

る
田
園
都
市　

安
芸
高
田
」
を
唱
え
、
そ

の
実
現
に
向
け
て
、「
人
が
集
い
育
つ
ま
ち

づ
く
り
」、「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
」、「
地
域
資
源
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
」

の
3
つ
の
都
市
像
を
も
っ
て
、
新
た
な
ま
ち

づ
く
り
に
挑
戦
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

地
方
都
市
を
中
心
に
全
国
的
に
進
む
人
口

減
と
高
齢
化
を
、政
府
も
真
摯
に
受
け
止
め
、

そ
の
対
策
と
し
て
「
経
済
財
政
運
営
と
改
革

の
基
本
方
針
」、「
日
本
再
興
戦
略
」
が
平
成

25
年
6
月
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中

で
は
、民
間
の
知
恵
や
資
金
を
活
用
し
つ
つ
、

身
の
丈
に
合
っ
た
都
市
構
造
「
コ
ン
パ
ク
ト

シ
テ
ィ
」が
有
効
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
」
は
、
土
地
利
用
制

度
と
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
民
間
を
活
用
し

た
住
居
斡
旋
や
、
生
活
機
能
の
誘
導
、
空
き

店
舗
・
空
き
家
の
活
用
、
公
共
施
設
、
学
校

跡
地
の
活
用
な
ど
民
間
指
導
に
よ
る
「
身
の

丈
に
合
っ
た
再
整
備
」
が
必
要
で
す
。
つ
ま

り
「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
」
は
市
民
の
住
居

や
生
活
機
能
を
ま
ち
の
中
心
地
に
誘
導
す
る

こ
と
で
す
。
中
心
の
規
模
を
何
処
に
す
る
の

か
は
市
民
に
と
っ
て
大
切
な
こ
と
で
あ
り
な

が
ら
、
課
題
は
多
く
慎
重
に
決
定
す
べ
き
と

思
い
ま
す
。
何
れ
に
し
て
も
、
人
口
減
少
に

よ
る
集
落
の
再
編
は
効
率
的
な
行
政
を
執
行

す
る
た
め
に
は
、
避
け
て
通
れ
な
い
課
題
で

す
。
拙
速
な
判
断
は
避
け
、
市
民
の
皆
様
と

十
分
な
議
論
が
必
要
と
思
い
ま
す
。

　

安
芸
高
田
市
の
人
口
は
、平
成
27
年
２
９
，

６
７
６
人
、
10
年
後
（
平
成
36
年
）
２
６
，

３
２
６
人
、
20
年
後
（
平
成
46
年
）
２
２
，

８
４
４
人
と
推
計
し
ま
し
た
。「
第
2
次
総

合
計
画
」
で
は
、
10
年
後
の
目
標
人
口
と
し

て
、今
後
の
安
芸
高
田
市
の
成
長
を
期
待
し
、

（
平
成
36
年
）
の
人
口
を
２
７
，
５
０
０
人

と
し
、
推
計
値
２
６
，
３
２
６
人
よ
り
、
１
，

２
０
０
人
増
と
し
ま
し
た
。
大
変
に
厳
し
い

数
字
で
す
が
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
、
少
し

で
も
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め

に
、
企
業
誘
致
、
観
光
開
発
、
農
林
業
等
地

域
資
源
開
発
、
空
き
家
対
策
等
あ
ら
ゆ
る
手

段
を
駆
使
し
て
、
雇
用
促
進
を
促
し
、
目
標

達
成
に
向
か
っ
て
努
力
を
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
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平
成
元
年
に
設
立
さ
れ
、
26
年
の
長

き
に
わ
た
り
活
動
さ
れ
て
き
た
「
美
土

里
町
観
光
協
会
」
は
、
平
成
27
年
４
月

28
日
の
通
常
総
会
に
お
い
て
、
そ
の
名

称
を
「
神
楽
を
応
援
す
る
美
土
里
の

会
」
に
変
更
す
る
こ
と
と
決
議
さ
れ
ま

し
た
。

　

美
土
里
町
内
は
も
と
よ
り
、
安
芸
高

田
市
全
体
の
観
光
振
興
は
「
一
般
社
団

法
人　

安
芸
高
田
市
観
光
協
会
」
に
委

ね
ら
れ
ま
す
。
新
名
称
と
な
っ
た
「
神

楽
を
応
援
す
る
美
土
里
の
会
」
で
は
、

地
域
の
伝
統
芸
能
で
あ
る
神
楽
の
振
興

に
特
化
し
た
事
業
を
中
心
に
活
動
す
る

予
定
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
美
土
里
町
観
光
協
会

で
の
活
動
趣
旨
を
継
承
し
、
石い
し

川か
わ 

正ま
さ

義よ
し 

会
長
を
は
じ
め
、
役
員
・
会
員
一

丸
と
な
っ
て
神
楽
振
興
に
取
り
組
ん
で

い
か
れ
ま
す
。

（
神
楽
を
応
援
す
る
美
土
里
の
会
事
務
局

神
楽
門
前
湯
治
村 

☎
54
―
０
８
８
８
）

美土里町観光協会が名称を
「神楽を応援する美土里の会」に変更されました

商工観光課 ☎４７－４０２４
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